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1.

2.

(1) 事業所名と所在地

(2) 事業の概要

(3) 事業の規模

①
②
③
④ 従業員数 ︓ 55名
⑤ 事業所延べ床⾯積  ︓ 上記（１）のとおり

始めに

 当社の社是は” 愛 " です。 私の祖⽗であり、今は亡き元会⻑がこの⾔葉に決めたと聞い
ています。祖⽗は若い頃カトリックの洗礼を受け、聖書の中に書かれている“愛”に感銘を
受けこれを社是としました。エコアクション21の活動も、社是をベースとしパフォーマン
スを発揮できるように社員⼀丸となって取り組んでまいります。なお、本書の参考資料と
して、公式ウェブサイトとして「http://www.kecorp.com/」にて、弊社情報を公開して
おります。本書をご理解いただくうえでご参考下さい。

組織の概要(事業所名、所在地、事業の概要、事業規模)

事業所名 所在地 床⾯積（㎡）
本社･工場 静岡市清水区宮加三７１５番地 6,512.26

各業界向けの圧⼒容器・熱交換器の設計、製造

直 前 期  ︓ 第76期 ( 2021年4⽉1⽇ 〜 2022年3⽉3１⽇) 売上⾼︓833 百万円
資 本 ⾦  ︓ 9,000万円
創   業  ︓ 明治43年 法⼈設⽴︓昭和21年

株式会社ケーイーコーポレーション
代表取締役社⻑ 梶本浩太
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⑥ 事業組織図及びエコアクション実施体制

○ エコアクション総括責任者
代表取締役社⻑ 梶本浩太

① 環境方針の作成
② システム運営に必要な資源提供
③ 管理責任者の指名
④ 経営層による⾒直し
⑤ 環境マネジメントプログラムの承認
⑥ 実⾏者に必要な資源の準備
⑦ 各責任者が手腕を発揮できるよう社内全体への周知

○ ecoチーム
各部課より選任のうえ組織（環境管理責任者・事務局を兼ねる）

① ecoシステムの構築
② ecoシステムのPDCA維持管理
③ 最⾼経営層への報告
④ 経営層による⾒直し事項の実施
⑤ その他社員への周知教育PDCA管理

○ その他社員
業務を通じて以下項目を実施

① 改善の提案
② ecoシステムの構築に協⼒する
③ ecoシステムの維持管理に協⼒する
④ ecoチーム及びトップの指示に従う

生産サポートグループ

Ｊ製グループ

総 経 部

現事業推進組織

営業生産管理課

購 買 課

設 計 課

営 業 開 発 部

総 務 部

経 理 部

総 務 課

経 理 課

新規事業開発プロジェクト

品質向上プロジェクト

営業戦略プロジェクト

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮プロジェクト

Ｎ製グループ

製 缶 溶 接 課

Ｍ製グループ

Ｐ製グループ
加 工 組 立 課

Ｅ製グループ

Ｆ製グループ

Ｓ製グループ

課

製 造 部

事 業 推 進 部

社 長会 長

事 業 部 部

製 造 技 術 課
技 術 部

外部購入プロジェクト

技術開発プロジェクト

品 質 管 理 課

戦略プロジェクト組織

3 / 15 ページ



⑦ 許認可について

ボイラ製造認可 （認可番号第95号）
第1種圧⼒容器製造認可（認可番号第96号）

⑧ ⾞両・重機・フォークリフトについて

⑨ 設備について 1/3

種別 台数
4t 平ボディ⾞ 2
営業⽤普通⾃動⾞ 3
フォークリフト 3

④ ecoチーム及びトップの指示に従う
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⑨ 設備について 2/3
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⑨ 設備について 3/3
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⑩-1 業務フロー （⽣産管理）

事
業
部
長

外 部 購 入 低 減 計 画 書

●

●

●

●

●

●

●

資材表マスタ登録

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮改善提案書

　　　〃　　改善日程検討表

　　　〃　　改善日程計画表

工　作　伝　票

資　材　表

現 事 業 推 進 組 織

材　質　マ　ス　タ

不絶会議

生産会議

早朝会議

工程進捗会議

（毎月1回）

（毎週第1営業日）

（1日置き）

（毎月1回）

●

●

●

●

●

●

●

組　織 管　理　ツ　ー　ル

営業訪問活動管理表

営　業　日　報

受　注　登　録

機　種　マ　ス　タ

構　成　マ　ス　タ

部　品　マ　ス　タ

鋼 材 単 価 マ ス タ

外 部 購 入 管 理 表

外部購入低減報告書

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮改善実施報告書

●

●

●

●

●

（初物対象） 備 付 図 面 リ ス ト

資 材 費 集 計 表
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ組織

図面事前検討会

備　付　図　面　登　録

設計変更依頼書

支給部品フォロー表

受 注 状 況 照 会

発 注 状 況 照 会

客 先 発 行 製 番 照 会

●

●

●

図面展開

生産計画

設 計

図 面

●

●

●

●

受 注 先 行 管 理 表

受 注 残 リ ス ト

生 産 工 数 計 画

日 程 計 画 表

未 検 収 表

●

●

不　良　統　計

支 給 部 品 納 入 表

生 産 消 化 日 報

●

●

納 期 検 索

●

●

●

●

付加価値修正表

生産計画実績対比表

生産効率推移グラフ

客先別売上付加価値
計画・実績対比表

収益確認表

工　程 情　報

検査工程の確認

生産会議の中で行う

発 送

送 り 状

●

●

●

●

●

●

耐 圧 気 密 試 験 記 録 書

圧 力 容 器 検 査 表

完 成 報 告 書

完成組立

塗 装

出 庫 伝 票

外 注 加 工 注 文 書

外 注 加 工 納 品 書

予 算 外 外 注 加 工 伺 書 ﾌﾞﾛｯｸ組立

外注加工費購入品

営業開発部

営業生産管理課

購　買　課

関係者会議

品質向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

営業戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

外部購入低減ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

（　フィードバック　）

設　計　課

技　術　部
品 質 管 理 課

製 造 技 術 課

生産サポート

技術開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

部品加工
購 入 品 注 文 書

購 入 品 納 品 書

経費計画実績対比表

棚卸まとめ表

税引前利益予測表

●

●

●

● コンピュータ処理による資料

製缶溶接課

加 工 組 立 課

製　造　部

Ｊ　製

Ｅ　製

Ｆ　製

Ｓ　製

Ｎ　製

経費実行予算統制表

Ｍ　製

Ｐ　製
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⑩-2 業務フロー （品質管理）

⑩-3 業務フロー （資材管理）

●

●

●

●

完成検査

強度　　　 〃 　　　

●

（　フィードバック　）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

社外不良個人別一覧表

場 外       〃      

部 署 別    〃     

外 注 不 良 振 替 表

    〃     統 計

現 象 別 統 計

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮改善実施報告書

工程実査報告書

生産工数・日程計画

情　報

個人別改善提案一覧表

備付図面リスト

拡管条件設定表

溶接試験実施記録

クレーム情報

不良対策フォロー表

不良再発防止対策書

〃改善日程検討・計画表

設 計

●

●

立会検査記録

受入検査

組 立

耐圧気密
試験

完成組立

塗 装

チャージ№管理台帳

酸洗作業記録

PCフォーム

チェックシート

中間検査

● コンピュータ処理による資料

品管通達・指示書

Q C カ ン バ ン

備付図面登録

設計変更依頼書

製　造　部

耐圧気密試験記録

発 送

圧力容器検査成績表

原 因     〃    

社外不良個人ワースト

技　術　部

不良再発防止対策書

計測器・圧力計検査記録

不良処理帳票管理帳

（内・外）検査票

●

詳細検査表

営業開発部

部品加工

●

ミルシートファイル

不 良 明 細 表

総 合 不 良 統 計
現 事 業 推 進 組 織

材料 外注部品

技術開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

外部購入低減ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ミルシート登録

場 内       〃      

事
業
部
長

品質向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

営業戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ組織
●

●

●

図面事前検討会 （初物対象）

関係者会議

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮改善提案書

工程実査表（管理台帳）

生産会議の中で行う

検査工程の確認

図 面

不絶会議 （毎月1回）

●

●

工程進捗会議 （1日置き）

●

早朝会議 （毎週第1営業日）

組　織 管　理　ツ　ー　ル 工　程

生産会議 （毎月1回） 生産計画

検　査

支 給 材 明 細 表

受 注 先 行 管 理 表

購入品

ﾌﾞﾛｯｸ組立

日 程 計 画 表

●

図面展開

●

●

部品加工

情　報

買掛金相殺高明細表

外部購入管理表

外部購入費低減報告書

資材費集計表

●

●

●

●

●

発注残一覧表

発注状況照会

部分品常備在庫一覧表

受 注 残 リ ス ト

生 産 工 数 計 画

材料価格改定見込表

発 送

● コンピュータ処理による資料

（　フィードバック　）

技　術　部

製　造　部

現 事 業 推 進 組 織

営業開発部 塗 装

出 庫 伝 票

完成組立

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

外部購入低減ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

技術開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 購 入 品 納 品 書

事
業
部
長

品質向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
外部購入低減計画書

有償支給品依頼書

購 入 品 注 文書

営業戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ組織
●

図面事前検討会 （初物対象）

関係者会議 ●
有償支給材料申込書

資 材 注 文 書

材 料 納 品 書

不絶会議 （毎月1回） ●

生産会議の中で行う ●有償支給SM材注文依頼票

● 部　品　マ　ス　タ

工程進捗会議 （1日置き） 図 面

検査工程の確認 材　質　マ　ス　タ

● 鋼 材 単 価 マ ス タ

●

早朝会議 （毎週第1営業日） 構　成　マ　ス　タ 設 計

● 機　種　マ　ス　タ

●

組　織 管　理　ツ　ー　ル 工　程

生産会議 （毎月1回） 生産計画● 受　注　登　録
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3.

(1)

本社･工場（全組織、全活動）

(2)

表紙に記載

4.

1.省資源・省エネ・汚染の予防に取組み次世代へ良い地球を残す。

2.環境関連法規を順守する。

3.社内掲示・ホームページ掲載により、社員・利害関係者へ周知する。

対象範囲 (認証・登録範囲) 、レポートの対象期間及び発⾏⽇

認証・登録範囲

環境活動レポートの対象期間及び発⾏⽇

環境経営方針

社
是 愛

2022年4月1日制定

社
　
　
　
訓

1.我々は幸せな人生の実現をめざす為に、自己を啓発しよう。
2.我々は同志的集団の実現をめざす為に共生の精神を大切にしよう。
3.我々は創造的企業と自己実現の社風をめざす為に改善の上に改善を重ねていこう。
4.我々は企業発展の為に顧客第一主義に徹しよう。
5.我々は企業の社会的信頼を培う為に義務と責任を全うしよう。

経
営
理
念

1.一点突破の精神を持って機会や課題に挑戦する
2.お客様に常に信頼される誠実な企業である事
3.いたずらに規模の拡大を追わず、誠意と独自の技術をもって世の中の人々の為に貢献し、
　会社に働く人々と会社発展と顧客の幸せとの一致をはかる。
4.我々の働きで、我々の生活を向上し、ひいては社会貢献できることを誇りにする
5.働く環境は清潔で、整理整頓され、安全第一を確保し、高品質の職場作りを実現する
6.自社で出来ない事でも他社との連携、あるいは合併をはかり革新的な企画を持って新しい
　製品を市場へ導入し続ける努力を傾注する
7.従業員教育を重視し高いモチベーションを持ち積極的な心構えで仕事に取り組む
8.不幸にあった従業員への福祉的支援
9.貢献した従業員への功労
10.我々は会社とともにあることを信じる

環
境
方
針

株式会社ケーイーコーポレーション

代表取締役社長　梶本浩太
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5.

運⽤期間︓2022年4⽉〜2022年9⽉の目標値・実績対⽐

⽣産量
⼆酸化炭素総排出量

購⼊電⼒

ガソリン

軽油

灯油

都市ガス

産業廃棄物排出量
水使⽤量

購⼊電⼒の⼆酸化炭素排出係数は、2021年度購⼊電⼒会社の係数を使⽤。
(中部電⼒ミライズ㈱ 0.449kg - CO2 / kWh)
基準値︓2021年4⽉〜2022年3⽉
目標値
 ○ ⽣産量︓年5%増を⾒込む。
 ○ 原単位（⼆酸化炭素総排出量 ÷ ⽣産量）︓年0.5%の削減を目指す。
 ○ 廃棄物排出量及び水使⽤量︓基準年度の維持を目指す。

目標値 実 績
ｔ 917 482 513

環境目標及び環境目標の実績

項目 単位
基準期間

(A)
'22.4〜'22.9

(B)
'22.4〜'22.9

(C)
Ｃ/Ｂ
対比％

基準値

原単位 kg-CO2/t 449 447 403 90

107
kg-CO2 411,653 215,089 206,664 96

kg-CO2 347,495 181,566 177,705 98
kg-CO2/t 378.95 377.08 346.40 92

内訳 kg-CO2 6,448 3,369 2,661 79

kg-CO2 14,873 7,771 5,886 76
kg-CO2/t 16.22 16.14 11.47 71

kg-CO2/t 7.03 7.00 5.19 74
kg-CO2 4,136 2,161 4,026 186

kg-CO2/t 4.51 4.49 7.85 175
kg-CO2 38,701 20,222 16,386 81

kg-CO2/t 42.20 42.00 31.94 76
t 35.20 18.50 11.80 64
㎥ 3,966 2,072 1,779 86
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短期・中期の環境目標

○ ⽣産量︓年5%増を⾒込む。
○ 原単位（⼆酸化炭素総排出量 ÷ ⽣産量）︓年0.5%の削減を目指す。
○ 廃棄物排出量及び水使⽤量︓基準年度の維持を目指す。

購⼊電⼒
ガソリン
軽油
灯油
都市ガス

産業廃棄物排出量
水使⽤量

内訳

項目 単位
基準年度 削減率等

2021/4〜2022/3 '23年3⽉締 '24年3⽉締 '25年3⽉締

原単位 kg-CO2/t 449 447 445

373

442

kg-CO2/t 379 377 375

kg-CO2/t 7 7 7 7

kg-CO2/t 16 16 16 16

kg-CO2/t 5 4 4 4

kg-CO2/t 42 42 42 42

t 35 35 35 35

㎥ 3,966 3,966 3,966 3,966
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6. 環境経営活動計画

◇ LED照明の導入

◇ デマンド監視の導入

◇ 不在時の消灯の徹底

◇ OA機器の省電力設定・主電源管理の徹底

◇ 空調の適温化（冷房24℃程度、暖房26℃程度）の徹底

◇ 空調の適切な運用（外気侵入による熱損失防止、外気利用の効率運転）

◇ 空調フィルターの定期的な清掃・交換などの適正管理

◇ 電力不要時の負荷遮断・変圧器遮断の徹底

◇ 空気圧縮機の必要十分な低圧化の徹底

◇ クリーン電力（再エネ電力）への切り替え

◇ エコドライブの徹底

◇ 車両の定期的なメンテナンスの実施

◇ EV車の検討

灯油 ◇ 焼却炉の適正な運用

都市
ガス

◇ ボイラーの適正管理（出口温度の設定調整、定期点検など）

その他 ◇ 事業を通じたカーボンニュートラルの実現

◇ 文書の電子化

◇ 会議書類・事務手続き書類の簡素化、廃止の推進

◇ 印刷枚数配慮の徹底

◇ 使用済用紙の再利用

◇ スプレーガンの最適利用による塗料等の使用量抑制

◇ 液体タンクの集約化による使用量抑制

◇ 歩留率向上のための生産方法の定期的な見直しと実施

◇ 溶材削減のための原材料仕様変更検討と実施

◇ 節水の励行

◇ 溶接機、レーザー加工機の冷却水の循環使用

◇ 井戸水の活用

水使用量の
削減

産業廃棄物排出量の
削減

重　点　目　標 計　画

二酸化炭素
総排出量の

削減

購入
電力

ガソリン
軽油
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7.

評価と次年度への取り組み

・⼆酸化炭素は目標値に対し総排出量4%減、原単位10%減を達成。
・産業廃棄物は目標値に対し36%減と⼤幅な達成。⾼効率の焼却炉導⼊と適正運⽤による
 効果が⼤きい。
・クリーン電⼒、EV⾞は導⼊に向け引き続き情報収集に努める。
・事業を通じたカーボンニュートラルの実現のため、引き続き市場動向の把握、社内ノウ
 ハウの蓄積に努める。
・次年度も本計画を継続し、目標の達成を目指す。

環境経営活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果

◇ LED照明の導入 ○

◇ デマンド監視の導入 ○

◇ 不在時の消灯の徹底 ○

◇ OA機器の省電力設定・主電源管理の徹底 ○

◇ 空調の適温化（冷房24℃程度、暖房26℃程度）の徹底 ○

◇ 空調の適切な運用（外気侵入による熱損失防止、外気利用の効率運転） ○

◇ 空調フィルターの定期的な清掃・交換などの適正管理 ○

◇ 電力不要時の負荷遮断・変圧器遮断の徹底 ○

◇ 空気圧縮機の必要十分な低圧化の徹底 ○

◇ クリーン電力（再エネ電力）への切り替え △

◇ エコドライブの徹底 ○

◇ 車両の定期的なメンテナンスの実施 ○

◇ EV車の検討 △

灯油 ◇ 焼却炉の適正な運用 ○

都市
ガス

◇ ボイラーの適正管理（出口温度の設定調整、定期点検など） ○

その他 ◇ 事業を通じたカーボンニュートラルの実現 △

◇ 文書の電子化 ○

◇ 会議書類・事務手続き書類の簡素化、廃止の推進 ○

◇ 印刷枚数配慮の徹底 ○

◇ 使用済用紙の再利用 ○

◇ スプレーガンの最適利用による塗料等の使用量抑制 ○

◇ 液体タンクの集約化による使用量抑制 ○

◇ 歩留率向上のための生産方法の定期的な見直しと実施 ○

◇ 溶材削減のための原材料仕様変更検討と実施 ○

◇ 節水の励行 ○

◇ 溶接機、レーザー加工機の冷却水の循環使用 ○

◇ 井戸水の活用 ○

取組結果 ： ○ 十分実施できた △ 実施に向け検討中 × 実施できなかった

水使用量の
削減

産業廃棄物排出量の
削減

重　点　目　標 計　画

二酸化炭素
総排出量の

削減

購入
電力

ガソリン
軽油
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8.

法令違反が無いことを確認しました。
関連機関からの違反、指摘、訴訟もありませんでした。

2022年9⽉30⽇ 法律管理責任者 総経部 取締役 ⾦指 雅⼈

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟の有無

環境関連法規 遵守状況

浄化槽法 ○

建築基準法、工場立地法 ○

道路運送車両法 ○

消防法 ○

労働安全衛生法 ○

フロン排出抑制法 ○

じん肺法 ○

騒音規制法 ○

振動規制法 ○

高圧ガス保管法 ○

廃棄物処理法 ○

電気事業法 ○

PRTR法 ○

毒劇法 ○
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9.

梶本浩太

ISO14001からエコアクション21への切替となる初年度。
まずは年明けに計画されている「審査」の準備をお願いします。
当社のCO2削減ターゲットは「クリーン電⼒」であることが明確になりました。
その可能性を追いつつ、CO2削減商品の開発へもパワーをかけていきましょう。

2022年9⽉30⽇
株式会社ケーイーコーポレーション

代表者による全体評価と⾒直しの結果
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